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　3 月 の 誕 生 石 で あ る宝石サ ン ゴ （コ ーラ ル ）は，バ イオ

ミ ネラ リ ゼー
シ ョ ン

＊ 1
に よ り形成され る 無機鉱物 で あ る 。

海洋動物 と して の 宝 石 サ ン ゴ は．ク ラゲ や イソ ギ ン チ ャ ク

の 仲間 で あ り，日本 近 海で は水深 数十 m か ら 300n1の 海

底 に 分布 して い る。海水 の 主要溶存成分で ある カル シ ウ ム

イ オ ン と炭 酸 水 素 イ オ ン よ り炭酸 カ ル シ ウ ム の カ ル サ イ ト

（表 1）をつ くり，多数 の 微小 な 「骨片 （図 1）」 と樹木状

の 「骨軸」を形成す る
1）
。

　比 較 的 大 き く成 長 した 骨軸 は宝石 の 材料 とな る。研磨す

る と赤，桃 白色の 美 しい 光沢がで る の は，宝石サ ン ゴ が

形成す る炭酸カ ル シ ウ ム は結晶が密 に詰 まっ て い る か らで

あ る。赤 色 成 分 と して は，カ ロ テ ノ イ ド色素の カ ン タキ サ

ン チ ン （図 2） が 同 定 さ れ て い る
2も カ ロ テ ノ イ ド

（C40Hs6）は，ニ ン ジ ン ，トマ ト，カ ボ チ ャ 等の 植物だ け

で な く，フ ラ ミ ン ゴ の 羽 毛 や サ ケ ，マ ス の 魚肉，伊勢海老

等の 動物 に 広 く存在す る色素で あ る 。 混同 さ れ る こ とが 多

い が，浅瀬 に珊瑚礁 をつ くる 造礁サ ン ゴ は，宝石 サ ン ゴ と

は 亜 綱 の レ ベ ル で 別 の 生 物種 で あ る L31。造礁サ ン ゴ が 形

成す る硬組織 は，成分が同じ炭酸 カ ル シ ウ ム で あ っ て もア
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ラ ゴ ナ イ ト （表 1） で，全体に細 か な隙間が 多 く脆 い の で

宝石 に は な らな い 。

　宝石サ ン ゴ の バ イ オ ミ ネラ リゼー
シ ョ ン で は，炭酸 カ ル

シ ウ ム 以 外 の 微量 元素 （主 にマ グ ネ シ ウ ム．ス トロ ン チ ウ

ム ，バ リウ ム 等の ア ル カ リ土類金属や 硫酸イオ ン ）が 不純

物 として 周囲か ら骨軸中 に 取 り込まれ る
4）

。 微量 無機成分

の 含有量 は，骨軸 の 内部か ら表層 に 向か っ て の 成 長 過 程 に

お い て 規則的 に変化 し，そ の 結果．宝石 サ ン ゴ の 骨軸断面

に は 同心円状 の 成長輪 （年輪）が形成 され る （図 3）。 ま

た．微量 無機成分 の 組成比 は，生 息環境 や 海水 中成 分 に

よ っ て も変化す る 。 世界 の 主要生息地から採取 した 宝石 サ

ン ゴ 骨軸中 に おける Mg ／Ca，　 Ba ／Ca 比 を 調べ る と，各組

成 比 は 宝石 サ ン ゴ の 産地 に よ っ て 特徴的 な 値 に な る （図

4）。

　最近，宝石 サ ン ゴ の 希少性 に国際 的 な 注 目が 集まり　（図

5）．ワ シ ン トン 条約締結国会議 に お い て 生 物 資 源 と して

の 持続可能性が議論されて い る 。 宝石サ ン ゴ 中の 微量 元素

は，生息環境や採取地を示す重要な科学的 データ として の

役割が 期待され る 。
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表 1 炭酸 カ ル シ ウ ム の 結晶形 。

カル サ イ ト　　 ア ラ ゴ ナ イ ト

（方解石 ）　　　 （ア ラ レ 石 ）

結 晶 系　 　　 　　 　 三方 晶 　　 　　 　 斜 方 晶

密1殳　　（g〆crn3）　　　　　　2．7　　　　　　　　　　　　2．9
モ ース 硬 度　　　　　3ρ　　　　　　3．5−4．O

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CH

　 　 qHs 　 　 CH3 　 　 CH・　 　 　 　 　 　 　 H3c
°

　 zz 、
tUNtU

丶 Nx 、 ss 　　 。

　 　 　 CH3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CfU 　　　　 CH3 　　　　 CH3

　 　 　 CHs

図 2　宝 石 サ ン ゴ の 色素成分 ： 宝 石 サ ン ゴ の 骨軸 の 赤

色成分 は，20世紀中 頃 まで 鉄 の 錯塩 と考え ら れ て い た

が，現在 で は カ ロ テ ノ イ ド系 色 素の カ ン タ キ サ ン チ ン

で あ る こ とが 分 か っ て い る 。 宝 石 サ ン ゴ は カ ロ テ ノ イ

ドをつ くる た め に 必要なゲ ラ ニ ル ゲ ラ ニ ル ニ リ ン 酸 を

生合成 で きな い ため，エ サ として 摂取 した有機物粒子

（植物 プ ラ ン ク トン の 遺骸 を 含 む） か ら カ ロ テ ノ イ ドを

得 る。
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用 語 解 説

＊ 1 パ イオ ミネ ラ リゼ ーシ ョ ン ニ 生 物の 鉱物 形成作用．生 物が つ くっ た無

　 機鉱物 の 集 合体 は．「硬組織 」 と呼 ば れ る ．身近 な 例 と し て ．サ ン ゴ ，
　 貝殻，真 珠，骨，歯，珪藻 土が挙げ られ る、

［連絡先 ］920−ll92 石 川県釦 尺市角 間町 （勤 務先）。
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